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老年期

－不安を中心として－

AStudyofSenescence,withespecialreferencetoitsMajorAnxiety

ばじめに

「人生僅か五十年」と云ったのは今は昔，医学の進歩

は，人類の平均寿命の著しい延長をもたらし，人口の老

令化に伴い，Gerontlogyの当達も亦，めざましいもの

があるが，老人に真のlifeを与えるためには，医学研究

と相侯って，老年期心理の研究が必要であろう。

老人の不安と欲求を知ることなくして，老人を満足せ

しむる社会保障の確立は，求め得べくもないであろうと

思われる。

しかも，老人の心理を論ずる場合，一方に身体的な老

化現象と云うものを踏まえ，他方に心理的社会的な面を

踏まえて，両面から追求してゆかなければならない。

私はかかる立場から,高年者の身体的変化を捉え乍ら，

老人の心理を観察して来たが，老年期は青年期と同様，

苦悩に満てる時期であり，老人を悩めるものとして，

＜苦悩一不安＞を中心に捉えようと試みて来た。

今回は，それらを中心に述べてみたいと思う。

第一章四十才前後の心性

（一）緒言

私'6)はさきに，老人にRorschach-testを行い老人

が孤立化して行く傾向と，外界に対する感受性を失い，

世界を自分自身の価値と欲求で，再構成しようとしてい

ることについて述べ，更に，Taylorのmanifestanxi，

etyscaleを老人に施行し，不安が知識と関係深いこと

を論じ，その際，Taylorのmanifestanxietyscale

は老年期不安の測定には不適当であり，経済的，家庭的

荒井保男

Yhrsz”Ａγ”

内容を織り込んだ尺度の必要性を述べておいた。

そこで私は，以上の経験と，実際の臨床体験から，３５

項目より成る質問紙を作製し，老年期不安の解明を試み

ようとした所，意外にも，四十才前後の心性の特性を見

出す結果となった。

以上，四十才前後の心性につき，若干の考察を加えな

がら，私の実験成績を報告したいと思う。

（二）実験対象

横浜市に属するすべての機関（横浜市庁，区役所，市

立大学，中学校，高校，大学病院,市立病院,万治病院）

に勤務するあらゆる階層の40～70才の老壮年男女２１８名

を対象とした。

（三）実験方法

先に述べた如くRorschachtestやmanifestanxi‐

etyscaleを老人に施行した成績と臨床経験から，３５項

目よりなる質問紙を作製し，「ハイ」「イイエ」を以て解

答せしめ，得られた結果につき検討を加えた。

作製した質問内容は次に示す如くである。

１．自分が一人ぼっちだと感じる。

２．注意の集中が困難である。

３．いらいらするようになった。

４．寝つき悪く，寝おきにさっぱりしない。

５．物忘れが多くなった。

６．身体の衰えが気になる。

７．仕事がたいして面白くない。

８．ふきげんになり勝ちだ。

９．朝早く目をさます”
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以前にくらべて物おぼえが良くない。

他人の悪意がなければ，もっと良くいくと思う。

将来の経済生活に不安がある。

こんきがなくなって来た。

ささいなことに腹を立ててしまう。

頭が重い。

軽い気持で，でまかせを云う。

不正なことをして得をしようとする人が多い。

私の家庭は楽しくない。

つかれた気持が何時もある。

家の中で気にさわると皆を叱る。

めまいがする。

若い者に押され勝ちである。

誰も信用しない方が無難だと思う。

精神的な重荷が多くなる。

世の中の，ほとんどのことは自分と関係ない。

強情になって来た。

時に耳鳴りがする。

頭の働きが，何時もよりにぶくなるときがある。

誰もが私のことなど考えてくれない。

話し相手がほしいと,思う。

これからやりとげたい理想はない。

私のことは，かまって貰いたくない。

夜急に不安になって，目をさますことがある。
昔のことを良く思い出す。

年をとるにつれて，人間はじゃまにされる。

（四）実験成績並びに考察

年令のすすむにつれて，これら質問項目に対する反応

がどう異なってゆくのであろうか，年令差を承るべく，

これら35項目より得た成績を40～45才のgroupと55～

70才のgroupとに分け，統計的処理を行った所，両者

の間に統計的有意差の認められたのは表１，２，３，４，５

に示す如く，

３．いらいらするようになった（Ｐ＜0.05）

８．不気嫌になり勝ちだ（Ｐ＜0.01）

９．朝早く目をさます（Ｐ＜0.05）

１４．ささいなことにすぐ腹を立ててしまう（Ｐ＜0.05）

２０．家の中で気にさわると皆を叱る（Ｐ＜0.05）

の５項目であった。

つまり「目を早くさます」は５５～７０才に多く「いら

いらする」「不気嫌になり勝ち」でささいなことに腹を

立て易いのは４０～４５才のものが多い。朝早く目をさま

すのは老化現象の招来を意味するものであろう。４０～5０

才に不気嫌で腹立て易いのは，この時期が身体的変調期

にあると云う身体的理由によるのであろうが，この年代

は自己が社会的にも，経済的にも，欲求不満の強烈な時

期であることを示すものであろうと思う。

Table１．１，，らしらするようになった

恵亨－２篭’ はい｜いいえ 計

40～4５ 3４ 4８ 8２

55～7０ 1８ 4９ 6７

計 5２ 9７ 149

Table２．ふきげんになり勝ちだ

革苓~避皇｜はい｜いいえ 計

40～4５ 8３ 4９ 8２

55～7０ １０ 5７ 6７

計 4３ 106 147

Table３．朝早く目をさます

扇馬建と’ はい｜いいえ 計

40～4５ 3５ 4７ 8２

55～7０ 4６ ２１ 6７

計 8１ ６９ 149

Table４．ささいな事に腹を立てる

津苓~礎’ はい｜いいえ 計

40～4５ 3６ 4６ 8２

55～7０ 1７ 5０ 6７

計 5３ 9６ 147

Table５．家の中で気にさわると皆を叱る

革零~f篭’ はい｜いいえ 計

40～4５ 3７ 4６ 8２

55～7７ １１ 5６ 6７

計 4７ 102 147

額田年教授‘)が，歴史上の人物250名につき，不慮の

死，外因死つまり

戦死敗死陣痩斬殺斬死暗殺自殺刑死

獄死殉死急死客死圧死毒殺落馬死水死
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<－商得点 （Ｔ・ＡＳ・の承）低得点一

Ｆｉｇ．１．Ｙ－Ｇの粗点の平均

等につき，不慮の死（外因死）と年令との関係を調べた

ところ，どの時代でも，どの職業を承ても，死亡年令

34.5～45才の間の人が圧倒的に多く，総死亡平均年令を

みると４２．１才であるといい，同教授は，これから考え

ると40才前後という年令は，一応社会的にも思想的にも

自らのものとした信念が固まり，叉，それを強く主張す

る年令であることが，このような死を導いた原因であろ

うと述べて居られる。私の実験成績と考え合わせ，興味

深いものがあるが，４０才代は社会的には上の者と下の者

との板ばさみにあい最も社会的に活動する立場にあり

乍ら，実は若さの喪失に対する焦慮と相まって，社会的，

経済的に強い欲求不満を示す時期なのであろう。その意

味で，４０～45才は人生の岐路と云い得るかも知れず，世

人は之を「厄」と言うのであろうか。

私が高年者に矢田部･Guilford性格検査を試ゑた結果

も，これを裏書きするようである。

私が４０～49才・５１名，５０～59才．５９名，６０～69才．

20名の高年者に，矢田部．Guilford性格検査を試みた

結果は，Fig.１に示す如くで，４０才代が，抑鯵性最も高

く，神経質であることが分る。

いらいらし，不気嫌で抑篭性高いのが，初老期の心的

特性の様に思われるが，しかし，図に見る如く，６０才代

も，「のんき」ではないのであって,何れこれらについて

は稿を改めて詳述したいが，年令の増加するにつれ，気

分の変化少いにもかかわらず，決してのんきではなくな

り，たとえ，Agingにより，感'情のRigidity甚しく，

一見，感'情の動揺なきが如く見えても，内面的には決し

てのんきではないのである。

然らば，高年者は，如何なる理由のもとに，のんきで

なくなるのであろうか。

更に高年者の悩みと，不安を追求してゆかねばならな

い、

--口
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（五）結語

TaylorのmanifestanxietyscaleやRorschuch

testを老人に施行した実験成績や，実際の臨床経験か

ら，私は35項目よりなる質問紙を作製し，これが質問紙

を高年者に施行し,二件法によって得られた結果につき，

40～45才のグループと55才以上のグループとに分けて観

察し，四十才前後の心性の特性について述べた。

第二章老年の悩み

（－）目的

前章において，高年者が，「のんきでない｣と云うこと

に触れたが，思うに老年期に於けるPersonalityの構造

の特徴は,主観化とも云い得る')2)3)。そう云う意味に於

て，老年期は，青年期と軌を一にするものであり，適応

行動の困難な情緒的緊張によるFrustrationの強い時

期と云うことが出来る。

それは又，青年期と同様，苦悩に満ちた時期であり，

第二の自我の発見の時期でもある。

死に直面しつつ，生存の意義と目的とを，いやと云う

程，考えさせられる時期でもある。

然らば，かかる時期の老人は，如何なる不安と苦悩を

有するものであろうか。

老年期の苦悩と不安の解明を，試承ようとするのが，

本論文の目的とする所である。

（二）実験対象

第一章に示せる通りであり，対象人員は４０～７０才に

至る男女241名である。

（三）実験方法

私は次に示す質問紙を作製し，被験者に解答せしめ，

更に面接して，被験者の精神面にも触れるよう努力し乍

ら，その解答を再確認し，得られた結果につき検討を加

えた。その質問紙は次の通りである。

（ｲ）現在あなたが，常に気にかけて居られるものは何

ですか，次の項目で適当欄に○印をつけて下さい。

（１）脳溢血（２）癌く雛癌1哩漉乳癌子宮癌
（３）高血圧症，又は動脈硬化症

（４）食欲がない（５）老後の生活が心配

（６）停年

（７）公職からの引退

第５号１９６５

（８）停年又は退職後の経済問題

（９）死ぬこと

（10）自分の生活が，わずらわされること

（11）配偶者との死別

（１２）老後の依存すべき人のないこと

（13）孤独になること

（14）友人の死亡

（15）社会的活動の出来なくなること

（16）性欲の減退

（17）外出の出来なくなること

（18）太りすぎ

（19）痩せすぎ

（20）神経痛

（21）老後子供が頼りにならないこと

（22）親孝行の道徳のすたれたこと

（23）その他

（ﾛ）現在，あなたが，楽しいと思うことは何ですか，

次の項日で適当欄に○印をつけて下さい。

（１）読書（２）庭いぢり（３）茶道

（４）盆栽（５）空想すること（６）絵画

（７）書道（８）俳句（９）短歌

（１０）自分の職務に熱中すること

（11）社会的活動（12）老後の経済的安定

（13）一人ぼっちになって気ままにすること

（14）孫の出生（15）妻の健康

（16）宗教的信仰

（17）公職より退職して悠々自適すること

（18）旧友隣人との交遊

（19）家族の人から親切にしてもらうこと

（20）孤独（21）音楽（22）登山（23）散歩

（24）自然をたのしむこと

（25）日日好日の心境

（26）自己の健康

（四）実験成績

（ｲ）老年の悩象

老人が常に気にかけていることの出現率（反応総数に

対する）を40才代，５０才代，６０才代の年代別に分類し

て，図示すればFig.２の如くである。

フロイドは死の本能を説いたが，直接「死」と云う問

題に恐怖を示した人は,60才代になると皆無である。が，

この皆無こそ，実は精神分析的解明が必要であろう。事

実，脳溢血，癌，高血圧，と云う身体的疾患を恐れてい

るものが，各年代を通じて圧倒的で，間接的に，いかに
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第３の山として，親孝行の道徳のすたれたことを歎く

ものが60才代に多く，依存者のいないこと，孤独と言う

ことを意識的に表現していないが，老後如何に周囲から

親しくされることを望んでいるかが推測される。

（ﾛ）老年の楽しみ

老年の楽し承を追求することによって逆に老年の悩象

を知ろうとして，楽しむことについての出現率（反応総

数に対する）を図示すれば，Fig.３に示す通りである。

高年者は自己の健康を喜び，家族の人から親切にしても

らう事が最大の楽し承であることが，表示されている。

自然にしたしみ，自分の職業に熱中することが楽し承

とするものが年代の進むにつれて，多くなる。而して，

60才代になると,老後の経済安定を望むものが増加する。

（五）考察

以上実験成績の示すところは，青年期の悩みと甚だそ

の趣きを異にしている2〕4)'１)'4．青年期のそれは，自分

の欠点に就いての悩承，つまり，自分の体力，体質，力

Ｆｉｇ．２ 老年の悩承

死を恐れているかを物語るものであろう。事実，私は８８

才の脳軟化症のある老婆が，死後自分が地獄にゆくか天

国にゆくか,常に苦悶して安眠し得ない例を知って居り，

この図表から死の不安なしと考えるのは，早計であり，

むしろ，死を「気にかけていない」と解答していること

こそ，重要性が存在するのではなかろうか。死の不安は

さておき,この図表から三つの山を見出すことが出来る。

その①は身体的疾患を中心とするものであり

その②は社会活動からの離脱と，退職後の経済問題

であり

その③は親孝行の道徳のすたれたことへの慨嘆を中

心とするものである。

圧倒的に多いのは身体的疾患，とくに癌，脳溢血であ

る。

次に公職から引退し，退職後の経済問題を心配するも

のが多く，４０才代，５０才代，６０才代，年代の進むにつれ

その傾向が強く，４０才代では，むしろ，次のFig.３に

みられる如く，退職後の悠々自適を夢承るものが多い。
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Fig.３．老年の楽し承

ではなくて，ポリスの人にとって足る，と云うことであ

る'0>』と述べているが，個人は社会を現わすことに於て，

はじめて，個人なのであろう。東洋の詩人の詠んだ，山

中隠栖の楽しゑも実は，東洋の則天去私的理想像と解す

べきものであり，それを知ることなくして，単なる悠々

自適は40才代の夢なのである。とまれ，社会的身分の喪

失，社会からの脱落が如何に苦悩であるかは，実験成績

が如実に示す所であろう。

要は，人間は，社会と共にあることこそ，真の喜びな

のである。そして，このことは，「老人が一人になった

ら養老院へ｣と云う簡単な社会保障のあり方の間違いを，

指摘しているようでもある。老人の社会保障は,年金や，

老人ホームで簡単に解決されるものではないのである。

事実，最近イギリスでは，「年老いた人は老人ホーム

へ」と云う考え方はもはや，古くなりつつあると言う9〕。
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量に対する苦悩，が大部分を占める。これに反し，老年

はこれら自分の欠点などは，もはや，問題とならず，疾

病と老後の経済問題や社会活動からの離脱が最も大きな

‘悩みとなるのである。

「悠々自適したい」等と考えるのは，４０才代，５０才代

の夢であり，６０才代以上になると，悠煮自適どころか，

自分の仕事に熱中することが，最大の喜びであることを

知り，公職からの引退が実は，大きな苦しみであること

を自覚するようである。

所詮，人間は，社会的動物であり，社会から孤立して

生きることは，人間失格を意味するものであろうか。

アリストテレスは，「人」をぱ単に,孤立人としてでは

なくて，「社会に於ける人」として把握したことは，周

知のことであるが，更に彼は，『自足（autarkeia）とは

独りの人，孤独の生を送る人にとって，足ると云う意味
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31～4０

老

つまり，老人を特殊人口視しない方向に向！',つつあるそ

うである。老人を特殊人口視しないためには，まず高

令でさえあれば，皆退職して静かに暮した方が良いと一

律にきめないで，個人差を尊重し，とくに，老人の健康

が充分労働に意欲があり，社会に貢献したい場合には，

できるだけ，生産人口にとどまってもらうことが望まし

いのである。

しかし，国が老人の特殊人口視をさけるためには，老

後の生活保障の本格的な裏付がなくてはならないが，老

人社会保障の問題が本論文の主旨でないので，ここで論

ずることを避けねばならない。

（六）結語

老年の悩承と楽しみを分析し，老年の悩象とするもの

は，疾病，経済問題，社会的活動からの離脱であること

を述べ，老年期に真の喜びを与える社会保障の在り方に

も触れようとした。

年

化

①Taylorの不安得点と，血圧値

今，Taylorの不安得点２０以上の不安得点以上のも

のを，不安感情人と考え，最高血圧値との関係を求む

れば，Ｔａｂｌｅ６の如くであり，不安得点と最低血圧値

との関係を求むれば，Ｔａｂｌｅ７の如くである。これを

統計的に処理すれば，両者共に，不安と血圧値との間

には，何らの有意の関係を見出し得ない。

Table６．最高血圧と不安

41～5０

１

３

兼鱒flO-脇''1劃通‘|鵬１面|唖耐‘|皿-|”

②Taylorの不安得点と，眼底所見

実際的に，生体で血管をかなり細いところまで，直

接に見ることが出来るのは，眼底の血管であり，且つ，

眼底の血管状態を知ることによって，脳内の血管状態

をも知り得て，極めて便利であり，この方面の研究が

第三章不安と身体的変化

（一）緒言

Selye.Ｈ､のストレス学説,所謂Adaptationsyndrom

の提唱以来，不安の身体に及ぼす影響が，数多く論ぜら

れて来た。

さて，前章に於て，私は老年期の悩承について考察し

て来たが，Selye,Ｈ７）によれば，老年期はAdaptation

energyの減退期であると云い，動物実験に於て，これ

を明らかにしているが，老年期は適応能力の減退期'6〕と

云うことから推論して，ささいなストレスが，身体に多

大の変化を与えるであろうと考えられる。

ところで，「老化とは何か」と云う命題はしばらくお

き，実際的に臨床家の立場から，一般に捕捉し易し､老化

的変化は，血管ことに動脈の変化である。

事実，動脈の変化を追求することに於て，老人病学の

最も大きな問題を解明し得ると考えられていることか

ら，私は，臨床的に，動脈の変化を中心にして，不安が

これに及ぼす影響について，考察してみようと思う。

（二）実験対象

前述の通りで，４０～70才に至る老壮年男女247名であ

る。

（三）実験方法

不安の測定には
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Table７．最低血圧と不；安

応
－
３

期 ７５

（１）Taylorのmanifestanxietyscale，

（２）Ｒ,Ｂ、Cattellの不安診断テストを使用した。

更に，同一被験者に，医学的全身検査を行い両

者の相互関係を追求した。

（四）実験成績

④Taylorのmanifestanxietyscaleと身体的変
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7１

7６社会学研究科紀要

進歩しつつあるのが，今，動脈硬化と不安との関係を

追求すべく，Keith-Wagenerの分類に従い，ＫＷと

不安との関係を求めればTable8の如くである。ＫＷ

Ⅱ度以上を病的と考えて，両者の関係を求むるに，統

計的に有意の差を認め得ない。そこで更に，Scheie

の分類に従い，眼底高血圧度(H）と，動脈硬化度(S）

に分け，不安得点と両者の関係を追求してみると，

Table９，１０の如くであり，動脈硬化所見(S）と不安

第５号１９６５

との関係は何らの統計的，有意差を認め得ない。眼底

高血圧度(Ｈ)と不安得点との間には統計的に処理すれ

ば

娘＝1.835０．１＜Ｐ＜０．２

であった。

⑧Ｒ,Ｂ・Cattellの不安診断テストと身体的変化

次いでＲ､Ｂ・Cattellによって作製された，不安診断

テスト（日本版)を用いて，不安と身体変化の関係を追求

した。

Ｒ､Ｂ､Cattellの不安診断テストはCattellの長年に

わたる多くの研究に基いて，作られたもので，臨床診断

を補うための質問紙として，又短い時間で出来る調査法

として，現在あるものの内，すぐれたものと考えられて

いる。私はこの不安診断テストを用いて，不安得点と，

身体的変化の関係を追求した。

老年期心理の特性として「疑い深し､」と云うことは，

諸家4>16)の報告する所であり，特に，Cattellの不安因

子Ｌ（疑い深い，嫉妬深いなどのパラノイド傾向）の

得点と，身体的変化との関係を追求した。その結果は

Fig.４，５，６に示す通りで，得点７以上を不安群とすれ

Table８．眼底所見と不安
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anxietyscaleを行い，不安を数的に捉え，他方に

於て臨床的に，血管系を中心とする変化を捉えて，

両者の関係を追求した所，何れの間にも，何らの関

係なく，ただTaylorの不安得点と，Scheieの高

血圧所見との間に，僅かに0.1＜Ｐ＜0.2の有意差

を以て，Taylorの不安群が，高血圧症を招来する

傾向があると云う結果を得たに過ぎなかった。

このことは，或る程度不安が高血圧症発症に関係

あることを，示唆するものであろうと思われる。

高血圧症と不安との関係は，セリエ教授の学説以

来，睡為論議され，それを支持するWolff,Ｈ,Ｇ,8）

の研究もあるが，その反面，Fahrenkamp,Ｋ､'2〕は

多数の高血圧症患者の身心相関を論じ，純粋に

Psychogenに発症する高血圧症の存在を疑ってい

るし，古閑教授'2)'３)も同様の見解をとって居られ

る。同教授は，白鼠に猫を使砿する方法によって，

情緒ストレスを頻回に負荷して観察し，純心理学的

ストレスだけでは，高血圧症状態は生起し難いと述

べ，既に高血圧症をもたらすべき因子が他に存在す

るときは，高血圧症状の発生を助長促進せしめるも

のと考えて居られる。白鼠に食塩を与え，猫を使嘘

するだけで,血圧上昇傾向を示すが，正常食餌では，

いくら猫を使喉しても血圧の変化を来さないとも云

う。

更に同教授によれば，身体的に既に何か器質的変

化があれば，単なる情緒ストレスで容易にそれが身

体的に電大な変化を起し得るが，身体が健全であれ

ば，精神的ストレスだけでは，身体的に永久的な変

化を起すことは，あり得ないと云う。

同教授の説は興味深いが，老年者は既にAging

と云う身体的変化を起して居るのであり，そこに精

神的ストレスが加はるならば，身体的病的変化が招

来するとも考えられる。

私の得た成績は既に述べたが，Taylorの不安測

定そのものが,真の老年期不安を測定し得ないこと，

更には，老年期にはAgingと云う基礎的身体的変
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１２３４５６７８９１０私の得た成績は既に述べたが，Taylorの不安測
（得点)→

定そのものが,真の老年期不安を測定し得ないこと，
Fig.６．因子Ｌ得点と血清コレステコール値

更には，老年期にはAgingと云う基礎的身体的変

ば，血管系を中心とする変化と不安との間には何等の関化を念頭に置くならば，老年期不安と高血圧症発症との

係をも認めることが出来なかった。況んや，他の因子間には，有意の相関が考えられ，引続き研究を要するも

Ｑ３(=)，Ｃ(－)，Ｏ，Ｑ４との得点と身体的変化との間にものと思われる。

何らの相違を認め得なかった。
（六）結論

（五）考察一方で不安を数的に捉え乍ら，他方で，血管病変を中
Selye,ＨのStresstheoryofAgingに基き，一心とする老年期の身体的変化を観察し，不安の老年期生

方に於て，Cattellの不安測定，Taylorのmanifest体に及ぼす影響を追求し，ストレス学説の立場から考察

へ



むすび

私は，老年期は，青年期と同様，苦悩に職てる時期と

考え，老年期の心性を，悩めるもの，として捉えるよう

にしたが，実は，老年期は，子供にかえる人から，素晴

しい創造力を有する人まで，あらゆる段階の人が存し，

この個人差の大なることが，老年期研究の大きな障碍と

もなっている。

しかし，この方面の研究は，その必要性にかかわらず

，未開の分野が広とと横たはってl‘,る。私は，このささ

やかな研究を，明日の研究へのＫｅｒｎとしたい。
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